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福祉のまちづくりというと高齢者のための計画と思われがちで
すが、児童や若い世代にも地域の取り組みに関心をもってもらい、
誇りをもてる地域づくりを目指していきたいと思っています。
そのため、大人の視点だけでなく、子どもの視点も取り入れて計
画づくりを進めていきたいと考えています。

コロナ禍の影響で生活様式も変わってきており、地域の取り組みへの影響もあるため、「プラン」策定
のタイミングとしてはよかったと思っています。
コロナに怯えるだけでなく、戦うことも必要。地域としてコロナとどう向きあっていくか、今後の取り
組みを考えていくための原動力になると思います。皆さんと力を合わせ、皆さんが地域への愛着を深
めていけるような内容にしていきたいと考えています。

　佐伯区社会福祉協議会では、「すべての人に居場所や役割があり、多様性
を認め合い、支え合いのあるまちをつくろう」をスローガンに、高齢者・障が
い者・児童等が安心して暮らせる「福祉のまちづくり」に取り組んでいます。
　賛助会員は、こうした趣旨にご賛同いただき、賛助会費を納めていただ
くことで財政的な支援をいただく会員のことです。
　お寄せいただきました賛助会費は、「ふれあいいきいきサロン」や「障が
いのある子どもたちの社会参加」などの活動に活用させていただきます。
　賛助会員のお申込みをご希望の方は、本会へご来所いただくか、振込用
紙（郵便局）がご入用の方は、その旨ご連絡をいただきますよう、よろしく
お願い申し上げます。
　皆様の温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。
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シニアクラブ「明星会」が
 活動賞を受賞！

　このたび、佐伯区楽々園地区のシニアクラブ「明星
会」が、全国老人クラブ連合会から、地域の状況に応じ
た多様な活動に取り組んでいる団体に贈られる「活動
賞」を受賞されました。
　明星会は、地域の住民同士のつながりを深めることが
できればとの思いから、地域の見守りや高齢者の在宅
支援（家具の移動、障子の
張り替えなど）の活動にも
取り組んでおられます。
　これからも、みなさんお
体に気をつけて頑張って
ください。

日　　時 ： 令和３年２月６日（土）　１３時３０分～１６時３０分
会　　場 ： 広島市佐伯区地域福祉センター

５階 小会議室、ボランティア研修室　６階 大会議室
内　　容 ： 司法書士による個別の無料相談会　相談時間１人５０分　※予約制
注意事項 ： 相談会をご利用の方は、マスクの着用や手指消毒等、新型コロ

ナウイルス感染防止対策にご協力をお願いいたします。また、
発熱等、感染の疑いのある場合にはご相談をお断りすることに
なりますので、あらかじめご承知おき願います。
なお、新型コロナウイルスの感染状況如何により、
相談会の開催を中止とする場合がございます。

主　　催 ： 広島司法書士会　広島西支部
共　　催 ： 佐伯区社会福祉協議会

相続の問題や高齢者を中心とした
財産管理、成年後見制度について
の市民の理解を深めて貰うこと、
そして司法書士業務への周知を図
りつつ、法的解決の出来る窓口を
提供していくことを目指します。

一般寄付

香典返しにかえて

物品寄付

★山崎　貢（井口台）　★細川　了（美鈴が丘南）

★匿名

★今田　清江（観音台）　★横田　正夫（五月が丘）

★匿名（下河内）・・・米６０ｋｇ

※令和２年９月１日～令和２年１１月３０日（敬称略、順不同）

温かいご寄付、ありがとうございました。
皆様からお寄せいただきましたご寄付は、佐伯区の
福祉のまちづくり推進のために、有効に活用させて
いただきます。

令和２年度 佐伯区社会福祉協議会

令和２年７月１日～令和２年１１月３０日の期間で、次の方々から賛助会員のお申込みをいただきました。

個　人（３２名／８９口）

団　体（２団体／２口）

■個人1口／1，000円（年会費）
■団体1口／5，000円（年会費）

■佐伯区社会福祉協議会
　（佐伯区役所別館５階）
■電話082-921-3113

障害者支援センター明星　　五月が丘地区社会福祉協議会 （敬称略、順不同）

「やさしい相続・成年後見」
無料相談会

賛助会費

問い合わせ

ご協力いただきました
皆様には、心からお礼を
申し上げます。

＊福祉のまちづくりプランとは、こんなまちにしたい、こんなまちに住みたい
　といった思いを、分かりやすい文章としてまとめ、実現に向けて取り組んで
　いくための手引書となるものです。

　彩が丘学区では、学区社会福祉協議会、町内会連合会、民生委員児童委員協議会等地域の団体が協働し、
平成２１年度に「第１次　福祉のまちづくりプラン」（＊以下「プラン」）を策定し、以降、福祉のまちづくりを
推進しています。
　現在、「第２次プラン」の実施期間中ですが、今年度で期間が終了するため、「第３次プラン」の策定を決定
されました。
　令和２年１１月２１日（土）は「第３次プラン」策定のためのキックオフ会議を新型コロナウイルス感染症
の感染予防に配慮しながら開催し、いろいろな意見を出し合いました。
　「第３次プラン」策定に向けての抱負など、彩が丘学区社会福祉協議会の福原会長にお聞きしました。

～ 彩が丘学区 　　　 福祉のまちづくりプラン策定に向けて ～第３次

Ｑ．「プラン」策定で、特に力を入れていきたい
　　ポイントは何でしょうか。

Ｑ．「プラン」策定にむけての抱負を聞かせて下さい。

A．

A．

賛助会員を募集しています！

問い合わせ・予約先

（082）532-7733（担当：高田） みんなが主役の“まちづくり“

■佐伯区社会福祉協議会（佐伯区役所別館５階）
■電話082-921-3113

問い合わせ



＊貸出対象：原則、佐伯区で活動する個人または団体
　　　　　　※ただし、営利目的の活動への貸し出しは対象外です。

＊貸出用具：スカットボール、釣りっこ、コミュニケーション麻雀、
思い出カルタなど

　　　　　　※佐伯区社会福祉協議会のホームページに一覧を掲載しています。

＊貸出期間：原則、2週間以内

＊貸出方法：本会にご来所の上、申込書をご記入・提出
　　　　　　※電話でのご予約もできます。在庫状況など、事前に電話にてご確認ください。

＊受付時間：月曜日～金曜日
8時30分～17時15分（祝日を除く）

◆ 設置目的：福祉を目的とする市民の交流や地域における市民の自主的な福祉活動の場を提供する
ために設けられた施設で、会議室やボランティア研修室があります。

◆ 所 在 地：広島市佐伯区海老園一丁目４番５号（佐伯区役所別館５階、６階）
◆ 開館時間：９時～２１時
◆ 休 館 日：毎月第３日曜日、８月６日、年末年始（１２月２９日から翌年１月３日まで）
◆ 申請受付：使用が施設の設置目的内の場合は、使用日の３か月前から、設置目的外の場合は、使用日

の１か月前から申請を受付けます。
佐伯区社会福祉協議会（佐伯区役所別館５階）にご来所のうえ、使用許可申請書により
申請をしてください。使用許可申請書は、広島市社会福祉協議会のホームページからも
入手できます。
メール・ＦＡＸ又は郵送で申請される場合（設置目的内の使用のみ）は、事前に部屋の空
き状況のご確認をお願いいたします。

◆ 使 用 料：使用が設置目的内の場合は無料ですが、設置目的外の場合は有料となります。

精神保健福祉ボランティア 入門講座のご案内

佐伯区地域福祉センターをご利用ください！

コロナ禍での手話学習会 （やさしさ発見プログラムから）

問い合わせ 佐伯区社会福祉協議会（佐伯区役所別館５階） ☎（082）921-3113

佐伯区社会福祉協議会では、地域の「通いの場」などでご利用いただけるレクリエーション用具の貸し出し
をしています。ふれあい・いきいきサロンをはじめ、地域の様々な通いの場・集いの場でご活用ください☆

本誌Ｎｏ.１１３（令和２年１１月１日発行）３ページに記載の
「さえきふれ愛グループ結成１０周年」の連絡先の電話番号に誤りがありました。

「精神障がいってなんだろう」「精神障がいがある方とどのように関わったらいいのだろう」
と思われたことはありませんか？精神障がいがある方の暮らしについて知るとともに、
寄り添い方を学びます。

▽開催場所：佐伯区地域福祉センター（佐伯区役所別館）5階
▼募集人数：１５名（定員になり次第、締め切ります）
▽参 加 費：無　料
▼共　　催：広島市佐伯保健センター、広島市佐伯区社会福祉協議会
▽協　　力：ボランティアグループ「紙ふうせん」、NPO法人「ほほえみ」、NPO法人「中央幸工房」、
　　　　　　支援センター「あいる」、佐伯区地域生活支援センター「いつかいち」

　10月8日（木）、河内公民館で活動しておられる「手話サークル 
ぽけっと」の皆さんと、石内北小学校を訪問しました。
　初めての訪問でしたが、4年生の児童の皆さんは温かくボラ
ンティアさんを迎えてくださり、和やかな雰囲気の中で授業が
行われました。先生方も児童たちと同じように、手作りのフェイ
スシールドをしっかりとつけて参加しておられました。
　質問コーナーでは、児童から「話題のテレビドラマ「半沢直樹」
でよく出ていた『詫びろ！』は、手話でどう表現するの？」と聞か
れ、聴覚障がい者の方も驚かれる場面がありました。ジェス
チャーゲームでは、聴覚障がい者の方と児童たちが楽しそうに
触れ合っていたのが印象的で、「やさしさと勇気を持とう」「人に
関心を持とう」といったメッセージが、児童たちにしっかり伝
わった学習会になりました。

お詫び申し上げ、訂正させていただきます。

内　容

2月1日(月) 精神障がいの理解
＊精神障がいを知るとともに、具体的な寄り
　添い方を学びます

南区地域生活支援センター「ふれあい」
所長　原田　葉子氏

佐伯区内に作業所はどこにあるの！
＊各作業所の紹介
　障がいのある方又は、ピアサポーターを招い
　て、グループトークの予定

ＮＰＯ法人「ほほえみ」
ＮＰＯ法人「中央幸工房」
支援センター「あいる」
佐伯区地域生活支援センター「いつかいち」

「紙ふうせん」の皆さん
佐伯保健センター保健師
佐伯区社会福祉協議会職員

ボランティアって難しい？
＊精神障がい支援グループ「紙ふうせん」の紹介

2月8日(月)

2月15日(月)

講　師

コミュニケーション麻雀

階

６ 大会議室

小会議室

ボランティア研修室

３室利用 １２０人 7,080円

4,720円

2,360円

1,380円

1,380円

３０人

３０人

６６人～７２人

３０人～３６人

２室利用

１室利用

５

室　名 収容人数 使用料（３時間まで） ３時間を超える場合

１時間につき2,360円加算

１時間につき1,580円加算

１時間につき790円加算

１時間につき460円加算

１時間につき460円加算

新型コロナウイルス感染防止のため、利用者に体温計の貸し出しを行っています。

お詫びと訂正

※プラス体験：ボランティアグループ「紙ふうせん」の定例会をのぞいてみよう！（2月22日）

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、開催
できないこともありますのでご了承ください。
☆本講座は、「高齢者いきいき活動ポイント」の対象
（１ポイント／回）です。

ぼくの名前は
○○です

スカットボール

広島市佐伯保健センター （082）943-9733
問い合わせ・申し込み先

釣りっこ
佐伯区社会福祉協議会
（082）921-3113

問い合わせ

レクリエーション用具の貸し出しをしています！
ご 活 用 く だ さ い ‼

◆◇◆ ◆◇◆

令和３年２月１日(月)～2月15日（月）【全３回】13時30分～15時30分開催日

（誤）　ご連絡先
　　　佐伯区ボランティアセンター
　　　☎（０８２）９３１－３３６０

（正）　ご連絡先
　　　佐伯区ボランティアセンター
　　　☎（０８２）９２１－３３６０
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＊精神障がいを知るとともに、具体的な寄り
　添い方を学びます

南区地域生活支援センター「ふれあい」
所長　原田　葉子氏

佐伯区内に作業所はどこにあるの！
＊各作業所の紹介
　障がいのある方又は、ピアサポーターを招い
　て、グループトークの予定

ＮＰＯ法人「ほほえみ」
ＮＰＯ法人「中央幸工房」
支援センター「あいる」
佐伯区地域生活支援センター「いつかいち」

「紙ふうせん」の皆さん
佐伯保健センター保健師
佐伯区社会福祉協議会職員

ボランティアって難しい？
＊精神障がい支援グループ「紙ふうせん」の紹介

2月8日(月)

2月15日(月)

講　師

コミュニケーション麻雀

階

６ 大会議室

小会議室

ボランティア研修室

３室利用 １２０人 7,080円

4,720円

2,360円

1,380円

1,380円

３０人

３０人

６６人～７２人

３０人～３６人

２室利用

１室利用

５

室　名 収容人数 使用料（３時間まで） ３時間を超える場合

１時間につき2,360円加算

１時間につき1,580円加算

１時間につき790円加算

１時間につき460円加算

１時間につき460円加算

新型コロナウイルス感染防止のため、利用者に体温計の貸し出しを行っています。

お詫びと訂正

※プラス体験：ボランティアグループ「紙ふうせん」の定例会をのぞいてみよう！（2月22日）

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、開催
できないこともありますのでご了承ください。
☆本講座は、「高齢者いきいき活動ポイント」の対象
（１ポイント／回）です。

ぼくの名前は
○○です

スカットボール

広島市佐伯保健センター （082）943-9733
問い合わせ・申し込み先

釣りっこ
佐伯区社会福祉協議会
（082）921-3113

問い合わせ

レクリエーション用具の貸し出しをしています！
ご 活 用 く だ さ い ‼

◆◇◆ ◆◇◆

令和３年２月１日(月)～2月15日（月）【全３回】13時30分～15時30分開催日

（誤）　ご連絡先
　　　佐伯区ボランティアセンター
　　　☎（０８２）９３１－３３６０

（正）　ご連絡先
　　　佐伯区ボランティアセンター
　　　☎（０８２）９２１－３３６０
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福祉のまちづくりというと高齢者のための計画と思われがちで
すが、児童や若い世代にも地域の取り組みに関心をもってもらい、
誇りをもてる地域づくりを目指していきたいと思っています。
そのため、大人の視点だけでなく、子どもの視点も取り入れて計
画づくりを進めていきたいと考えています。

コロナ禍の影響で生活様式も変わってきており、地域の取り組みへの影響もあるため、「プラン」策定
のタイミングとしてはよかったと思っています。
コロナに怯えるだけでなく、戦うことも必要。地域としてコロナとどう向きあっていくか、今後の取り
組みを考えていくための原動力になると思います。皆さんと力を合わせ、皆さんが地域への愛着を深
めていけるような内容にしていきたいと考えています。

　佐伯区社会福祉協議会では、「すべての人に居場所や役割があり、多様性
を認め合い、支え合いのあるまちをつくろう」をスローガンに、高齢者・障が
い者・児童等が安心して暮らせる「福祉のまちづくり」に取り組んでいます。
　賛助会員は、こうした趣旨にご賛同いただき、賛助会費を納めていただ
くことで財政的な支援をいただく会員のことです。
　お寄せいただきました賛助会費は、「ふれあいいきいきサロン」や「障が
いのある子どもたちの社会参加」などの活動に活用させていただきます。
　賛助会員のお申込みをご希望の方は、本会へご来所いただくか、振込用
紙（郵便局）がご入用の方は、その旨ご連絡をいただきますよう、よろしく
お願い申し上げます。
　皆様の温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　佐川智恵子　　先本　民治　　石本瑠里子　　空　　久美　　山本　克子　　戸谷　恵一
　　　　　　　　　　　　　　河野　眞二　　廣山　行男　　沖田　　彰　　中本　紀明　　小山　廣道　　向井　美佳
服部　博信　　東　　達也　　小澤　文恵　　山本　彩加　　伊藤　元三　　米田　健治　　三上恵利子　　窪田　亜希
佐野美奈子　　長谷川智佳　　岩佐　裕子　　益原　知子　　匿名（８名）

シニアクラブ「明星会」が
 活動賞を受賞！

　このたび、佐伯区楽々園地区のシニアクラブ「明星
会」が、全国老人クラブ連合会から、地域の状況に応じ
た多様な活動に取り組んでいる団体に贈られる「活動
賞」を受賞されました。
　明星会は、地域の住民同士のつながりを深めることが
できればとの思いから、地域の見守りや高齢者の在宅
支援（家具の移動、障子の
張り替えなど）の活動にも
取り組んでおられます。
　これからも、みなさんお
体に気をつけて頑張って
ください。

日　　時 ： 令和３年２月６日（土）　１３時３０分～１６時３０分
会　　場 ： 広島市佐伯区地域福祉センター

５階 小会議室、ボランティア研修室　６階 大会議室
内　　容 ： 司法書士による個別の無料相談会　相談時間１人５０分　※予約制
注意事項 ： 相談会をご利用の方は、マスクの着用や手指消毒等、新型コロ

ナウイルス感染防止対策にご協力をお願いいたします。また、
発熱等、感染の疑いのある場合にはご相談をお断りすることに
なりますので、あらかじめご承知おき願います。
なお、新型コロナウイルスの感染状況如何により、
相談会の開催を中止とする場合がございます。

主　　催 ： 広島司法書士会　広島西支部
共　　催 ： 佐伯区社会福祉協議会

相続の問題や高齢者を中心とした
財産管理、成年後見制度について
の市民の理解を深めて貰うこと、
そして司法書士業務への周知を図
りつつ、法的解決の出来る窓口を
提供していくことを目指します。

一般寄付

香典返しにかえて

物品寄付

★山崎　貢（井口台）　★細川　了（美鈴が丘南）

★匿名

★今田　清江（観音台）　★横田　正夫（五月が丘）

★匿名（下河内）・・・米６０ｋｇ

※令和２年９月１日～令和２年１１月３０日（敬称略、順不同）

温かいご寄付、ありがとうございました。
皆様からお寄せいただきましたご寄付は、佐伯区の
福祉のまちづくり推進のために、有効に活用させて
いただきます。

令和２年度 佐伯区社会福祉協議会

令和２年７月１日～令和２年１１月３０日の期間で、次の方々から賛助会員のお申込みをいただきました。

個　人（３２名／８９口）

団　体（２団体／２口）

■個人1口／1，000円（年会費）
■団体1口／5，000円（年会費）

■佐伯区社会福祉協議会
　（佐伯区役所別館５階）
■電話082-921-3113

障害者支援センター明星　　五月が丘地区社会福祉協議会 （敬称略、順不同）

「やさしい相続・成年後見」
無料相談会

賛助会費

問い合わせ

ご協力いただきました
皆様には、心からお礼を
申し上げます。

＊福祉のまちづくりプランとは、こんなまちにしたい、こんなまちに住みたい
　といった思いを、分かりやすい文章としてまとめ、実現に向けて取り組んで
　いくための手引書となるものです。

　彩が丘学区では、学区社会福祉協議会、町内会連合会、民生委員児童委員協議会等地域の団体が協働し、
平成２１年度に「第１次　福祉のまちづくりプラン」（＊以下「プラン」）を策定し、以降、福祉のまちづくりを
推進しています。
　現在、「第２次プラン」の実施期間中ですが、今年度で期間が終了するため、「第３次プラン」の策定を決定
されました。
　令和２年１１月２１日（土）は「第３次プラン」策定のためのキックオフ会議を新型コロナウイルス感染症
の感染予防に配慮しながら開催し、いろいろな意見を出し合いました。
　「第３次プラン」策定に向けての抱負など、彩が丘学区社会福祉協議会の福原会長にお聞きしました。

～ 彩が丘学区 　　　 福祉のまちづくりプラン策定に向けて ～第３次

Ｑ．「プラン」策定で、特に力を入れていきたい
　　ポイントは何でしょうか。

Ｑ．「プラン」策定にむけての抱負を聞かせて下さい。

A．

A．

賛助会員を募集しています！

問い合わせ・予約先

（082）532-7733（担当：高田） みんなが主役の“まちづくり“

■佐伯区社会福祉協議会（佐伯区役所別館５階）
■電話082-921-3113

問い合わせ


